
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               主 な 内 容 

■【表紙写真】河川揚水訓練（興部川） 

■【特集】消防団 ～大切な人、大切なまちを守る～ 

■興部消防団の情報が掲載されています 

■消防水利除雪ご協力ありがとうございます 

■消防ほっと写真館（普通救命講習） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   その地域に住んでいる人、働いている人が、自分たちのまちを自分たちの手で 
守りたいという想いのもとに集まり、構成された市町村の消防機関です。  
消防団は、常勤の消防職員が勤務する消防署とは異なり、火災や災害（風水害 

や地震・津波など）発生時に自宅や職場から現場へ駆けつけ、その地域での経験 
を活かした消防防災活動を行なっています。 
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  災害時は消防活動を行い、平常時は地域で火災を予防する啓発活動や訓練など 
を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

消防活動がより困難となる厳寒期の河川敷において 

小型ポンプによる揚水・放水訓練を実施しました。 

訓練の目的は、除雪も圧雪もなされていない河川敷 

での資器材搬送方法を検証すること、結氷した川面に 

穴を開け揚水・放水作業を行なうこととし、安全管理 

に留意しながら取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防活動がより困難となる厳寒期の河川敷において 

小型ポンプによる揚水・放水訓練を実施しました。 

 訓練の目的は、除雪も圧雪もなされていない河川敷

での資器材搬送方法を検証すること、結氷した川面に 

穴を開け揚水・放水作業を行うこととし、安全管理に 

留意しながら取り組みました。 

75歳以上のひとり暮らし世帯を対象に、女性消防 

団員が防火訪問を実施しました。 

この訪問は例年、降雪期に行なっており、家の周り 

の除雪依頼があれば消防職員が対応することとしてい 

ます。 

新たに消防団員となった２名の団員とともに、「消防

団員礼式訓練」を実施しました。 

礼式訓練は、規律や秩序ある行動が求められる消防 

職・団員には必須の訓練となって、今回は基本的動作 

などを繰り返し行ないました。 

消防団では、定期的に消防車両の点検を行なってい

ます。 

いざというときのために日頃から消防車や資器材の 

点検・整備、取り扱い方法の確認、消防車の走行訓練 

や消防用水利の確認なども行なっています。 



 

 

 

 

  財団法人日本消防協会ホームページの「消防団情報閲覧 

コーナー」に興部消防団の活動状況や団員募集についての 

記事等が掲載されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  興部町内には、消火栓 91 基・防火水槽 49 基の 

消防水利が設置されています。 

消火栓や防火水槽は火災が発生したときに使用 

する大切な施設です。 

    除雪にご協力をいただいてる方々には、心より 

お礼申し上げます。今後とも、地域の安心・安全 

な暮らしを守るために、ご理解とご協力をお願い 

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


